
２０２６年度 機械工学科 

２０２１年度・２０２２年度入学生対象 

卒業研究に関する研究室仮配属の指針 

１．卒業研究の目的 

 卒業研究は学内外における講義，実験，体験から修得した知識を基礎として，様々な問題を研究，解決

する方法と気構えを学ぶことを目的としており，大学における学修の総仕上げでもある. 一年足らずの短期

間であるので，全ての点において目的を達成することができない場合もあるが, 自ら思索考案して，実験を

行う態度を持ち，指導教員と討論し， 助言に傾聴することで目的を達成しようとする努力が必要である． そ

れが卒業研究の大きな評価要素となる． このように大学生活での全学習の総仕上げ的な卒業研究の成果

は，諸君が十分な意欲を持っていれば立派な機械技術者となるための基礎能力や基礎技術を十分修得で

き，目的の大半は達成されるはずである．  

 各研究室における卒業研究の概要については別途資料を公開するが，より詳細な内容は各研究室へ直

接来訪して質問するか，あるいは図書館に保管されている機械工学科卒業論文概要集または大学院修士

論文概要集を参照されたい． 

２．各研究室への仮配属 

各研究室は教員数，設備などの点から一定の収容定員を設けてある． このため全員が第一志望の研究

室に配属されるとは限らない．仮配属研究室を決定する方法は，次の 2通りとする． 

  ・優先配属（ 大学院進学優先配属、席次上位優先配属） 

  ・一般配属 

なお，優先配属を希望する者は，要件としてデータサイエンスリテラシー（1）もしくは（2）のいずれかの単位

を取得すること． 

本年度は， 9月１１日（金）24時までに仮配属希望者は全員，別途指定の Microsoft forms 「優先配属希

望調査書」を入力・提出し，その希望調査結果と成績を確認した上で，前者（該当者）と後者によって配属を

決めるものとする．  

 

２・１ 配属条件 

 

以下に示す条件をすべて満たしていること． 

＜３年次学生および卒論未着手学生＞ 

 本年前期末において，・理工学基礎科目および専門科目の合計取得単位数が58以上であること． 

           ・理工学基礎必修科目を，11単位以上取得済みであること． 

           ・理工学基礎△1選択必修科目を，2単位以上取得済みであること． 

                                            ・専門科目必修科目のうち，10単位以上取得済みであること． 

・PBL科目について1単位以上取得済みであること． 

上記を満たさない者は，年度末に卒業論文着手条件を満たす見込みの有無によって，仮配属とし

てではなく「事例研究」を履修することが望まれる．履修状況を確認の上，クラス担任と慎重に検

討すること． 

※ 注意点 

・ 仮配属されても，本年度末において卒論着手条件を満たさない場合，卒業研究に着手できない．

従って，学修要覧記載の卒業研究着手条件をよく把握し，外国語，保健体育の必修科目および，

教養科目，工学基礎科目等について卒論着手条件を満たす見込みのない学生は，配属を見合わ

せること． 



・ 本年度末において卒論着手条件を満たしつつ事例研究を落とした場合，卒業研究時の研究室は

欠員状況から再度割り振るため，希望の研究室配属の可能性が低くなる（後配属）．また，次

年度に事例研究を再履修する際は再度，希望の研究室を回答してもらうが，受け入れ枠のある

研究室に配属されるため，卒業研究を実施する研究室と異なる研究室に配属される可能性があ

る．以上を踏まえ，事例研究の受講する際は，単位を取得することを強く推奨する． 

・ 仮配属該当学生以外でも本年度末において卒論着手条件を満足すれば，４月より卒論着手が認

められる（後配属）． 

２・２ 優先配属 

 

大学院進学優先配属の希望者は，希望配属先の研究指導者と相談し，Microsoft forms 「優先配属希望

調査書」の所定の欄を記し，大学院論文指導教員の許可メールと合わせて提出する必要がある．なお，各

研究室における大学院進学優先配属の定員は，大学院論文指導教員が大学院収容数等により判断する． 

※大学院進学優先仮配属を受けた場合，原則として優先仮配属を受けた学科目の大学院に進学すること．

ただし，やむを得ず優先仮配属を受けた学科目の大学院に進学できない場合には，主任教授宛に理由書

を提出し，承認された場合のみ認められる． 

 

席次上位優先配属の有資格者は席次が学年上位１/2 以内の者とし，各研究室の定員に占める割合は

1/2 以内とする．各研究室において，席次上位優先配属での希望学生数が席次上位優先配属定員の枠を

越えた場合には，席次順に決定する． 

 

大学院進学優先配属と席次上位優先配属は，両方を同時に 希望・申込みすることができる．その

両方が配属許可の基準に達した場合は，席次上位優先配属を優先的に適用する．希望した優先配属

が認められず，配属先が決定しなかった者は，一般配属として配属先研究室を決定する． 

 

 

２・３ 一般配属 

 

締切までに Microsoft forms「優先配属希望調査書」を提出しない者は仮配属を放棄したものと

して取り扱う． 

 

２・４ 他学科のコース・研究室への配属について 

 

 他学科のコースや研究室を希望する場合は，学科間で協議された内容に従って配属の可否が決められる．

他学科のコースや研究室を希望する学生は，まず学修要覧等で受入れが可能かどうかをよく調査し，配属

希望研究室に連絡し，指導教員と良く話し合うこと． 配属希望研究室の指導教員より，配属が許可された

場合は，本学科所定のMicrosoft forms「優先配属希望調査書」に希望研究室名を記入し，指導教員

の許可メールと一緒に提出すること． 

 本学科所定の書類のみならず，配属希望先の研究室（およびその所属学科）に対しても書類を提出する

必要がある．その様式，提出期限等について，配属希望研究室の指導教員より指示を得ること． 

 

また、他研究組織より機械工学科学生の配属を希望する申し出があり，機械工学科においてそれが認め

られたならば， その研究室での卒業研究実施が許可される。 

（本年度は、２・４・A 高効率水素エンジン・エンジントライボロジー研究センター(HEET)がこれに該当） 

 

 

２・４・A 高効率水素エンジン・エンジントライボロジー研究センター（HEET）への配属について 

 

 本年度は，高効率水素エンジン・エンジントライボロジー研究センター（HEET）（三原雄司教授担当）にて

最大２名の卒業研究生を受け入れる．HEET に配属される学生は，名目上，内燃機関工学研究室に配属さ

れるものとし，事務的な連絡および成績評価等は三原教授を通じて行う． 

 



 

 

２・５ 他学科の学生の機械工学科研究室への配属について 

 

 機械工学科以外の学科に所属する学生が，機械工学科のコース（研究室）への配属を希望する場合は，

まず配属希望先の担当教員に相談すること． 

 

 

２・６ Microsoft forms「優先配属希望調査書」について 

 

（１）仮配属有資格学生は，希望する研究グループを記入した上で Microsoft forms「優先配属希

望調査書」を提出すること． 

（２）複数種の優先配属希望する場合，希望研究グループは同一とする． 

（３）他学科等の研究室を希望する学生は，希望配属先の卒論指導教員に連絡相談し，配属の許可

を得て，その教員の許可メールを一緒に提出する． 

（４）大学院進学優先配属は，全ての仮配属有資格学生が希望することができ、希望配属先研究室

の大学院指導教員の許可メールを一緒に提出する． 

 

 

３．仮配属後の研究室の変更 

 

 特別の理由で仮配属された研究室から他の研究室に転室を希望する学生は，事例研究の初日から

起算して２日以内に，新たに希望する研究室に既に仮配属されている学生の中から，転室（仮配属

先の交換）に同意する学生を自分自身で見出した上，1対1の原則により転室を認める（機械工学科

の研究室に配属された機械工学科の学生相互間のみ対象）． 

 大学院進学優先配属で配属された学生が転室する場合，主任教授宛の理由書を提出し，主任教授

および転出先の指導教員の承認が必要となる．この承認は先に仮配属された研究室と新しく転室す

る研究室の教員相互の了解によってなされる． 

 

 

４．事例研究の履修 

 

 仮配属研究室が決定した学生は事例研究(後期2単位)を受講できる． 

 本科目は必修であり，次年度卒業研究に正式に着手する際に，円滑かつ効果的に着手できるよう

に，各研究室において関連する基礎知識を学ぶためのものである． 

 本年度の時間割は後期毎週火曜日3，4時限に編成されているので，履修届を提出すること． 

 

 なお，仮配属研究室が決定していない学生でも，希望があれば受講できる．9月29日（火）3限目

の「事例研究」にて，講義を受ける研究室の抽選を行うため，事前にクラス担任と履修についてよ

く相談の上，下記仮配属担当教員に必ず申し出ること． 

 

＜本年度卒業研究学生配属担当教員＞ 

櫻井（機械力学研究室， tsakurai@tcu.ac.jp) 

及川（内燃機関工学研究室， oikawam@tcu.ac.jp) 

 

 


